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今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
六
回
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
波
止
浜
で
起
き
た
塩
田
争

議
を
紹
介
し
、
騒
動
の
背
景
を
歴
史
散
歩
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
全
国
有
数
の
塩
田
産
地
・
波
止
浜

文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
二
九
）
と
い
え
ば
、

か
せ
い

化
政
文
化
に
代
表
さ
れ
る
、
江
戸
後
期
の
華
や
い

だ
時
代
で

す
。
瀬
戸
内

海
で
は
、
江

戸
中
期
以

降
、
各
地
で

塩
田
開
発
が

進
み
、
国
内

塩
の
約
九
割

は
こ
こ
で
生

産
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

伊
予
国
最

い
り
は
ま

初
の
入
浜
塩てん

田
と
し
て
天

な和
三
（
一
六
八
三
）
年
に
誕
生
し
た
波
止
浜
塩
田

け
ん

は
、
最
初
三
三
軒
・
約
三
八
町
歩
の
規
模
で
し
た

が
、
そ
の
後
も
増
築
を
続
け
ま
す
。
文
政
年
間
頃

に
は
、
四
〇
軒
・
約
六
〇
町
歩
の
規
模
に
達
し
て

い
ま
し
た
（
一
町
歩＝

約
一
�
）。

波
止
浜
は
、
全
国
有
数
の
塩
田
産
地
で
あ
っ
た

か
ま
た
き

た
め
、
塩
を
買
い
求
め
る
船
、
塩
田
の
釜
焚
燃
料

を
売
り
に
く
る
船
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

海
上
交
通
の
要
所
の
地
の
利
を
活
か
し
、
全
国
の

市
場
か
ら
多
く
の
商
船
が
交
易
に
訪
れ
る
、
活
気

あ
る
港
町
で
も
あ
り
ま
し
た
。

●
塩
田
産
地
の
特
異
性
と
騒
動
の
発
端

藩
政
時
代
、
今
治
地
域
は
松
山
藩
領
と
今
治
藩

領
と
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
両
藩

域
に
お
い
て
、
製
塩
業
は
主
要
な
地
場
産
業
で
あ

に
や
く

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
港
湾
で
荷
役
に
た
ず
さ

わ
る
人
々
も
含
め
れ
ば
、
人
口
に
占
め
る
製
塩
従

事
者
の
数
は
相
当
数
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
田
の
作
業
は
肉
体
労
働
で
有
名
で
す
が
、
そ

は
ま
こ

の
象
徴
的
存
在
が
浜
子
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
す
。

ほ
う
し
ゅ
う

彼
ら
は
、
労
働
時
間
や
職
の
階
級
に
よ
っ
て
報
酬

が
決
め
ら
れ
、
銀
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
特
殊
な
経
済
事
情
の
中
で
、
文
政
三
（
一

八
二
〇
）
年
春
に
騒
動
は
起
き
ま
す
。

不
景
気
が
影
響
し
て
か
、
浜
主
で
あ
る
塩
田
地

主
が
給
与
の
支
出
を
減
ら
そ
う
と
、
浜
子
ら
製
塩

従
事
者
に
対
し
、
今
治
藩
札
で
給
与
を
支
給
し
た

の
が
発
端
で
し
た
。
波
止
浜
は
松
山
藩
領
の
た
め
、

本
来
は
松
山
藩
札
で
支
払
う
と
こ
ろ
を
、
当
時
、

価
値
が
松
山
の
三
分
の
二
近
く
ま
で
下
落
し
て
い

た
今
治
藩
札
を
使
用
し
た
の
で
す
。

●
浜
主
の
言
い
分
と
騒
動
の
結
末

浜
主
の
言
い
分
は
以
下
の
も
の
で
し
た
。
浜
子

つ
く
ら

の
多
く
は
、
大
島
の
津
倉
（
吉
海
町
）
出
身
者
な

の
で
、
今
治
藩
札
で
支
給
し
て
も
差
し
支
え
は
な

ご
う
ま
ん

い
と
。
こ
の
経
営
者
サ
イ
ド
の
傲
慢
な
態
度
に
、

浜
子
や
被
害
に
遭
っ
た
関
係
者
が
不
満
を
つ
の
ら

せ
ま
す
。
改
善
を
迫
る
も
、
浜
主
の
代
表
で
あ
っ

た
波
止
浜
の
森
野
屋
伴
蔵
や
高
部
村
庄
屋
の
渡
部

源
吾
ら
は
態
度
を
変
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
釜
焚
燃
料
の
石
炭
船
船
頭
・
武
平
ら

を
中
心
に
、
こ
れ
ら
浜
主
宅
へ
の
襲
撃
が
発
生
。

暴
動
を
起
こ
し
た
人
々
の
数
は
、
数
百
人
に
達
し

た
と
い
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
た
め
、

藩
は
千
数
百
人
の
兵
で
陸
と
海
か
ら
波
止
浜
を
包

囲
。
三
五
二
人
を
逮
捕
し
、
野
間
郡
の
代
官
所
が

あ
っ
た
大
井
村
（
大
西
町
）
へ
と
連
行
し
ま
す
。

取
り
調
べ
に
よ
っ
て
、
首
謀
者
の
武
平
ら
は
松

に
ゅ
う
ろ
う

山
城
下
の
三
津
浜
で
千
日
の
入
牢
。
森
野
屋
と
庄

屋
の
源
吾
は
郡
追
放
の
刑
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

騒
動
の
た
め
、
藩
が
費
や
し
た
経
費
は
米
二
〇
七

八
俵
だ
っ
た
よ
う
で
、
ま
さ
に
波
止
浜
始
ま
っ
て

以
来
の
一
大
事
と
な
り
ま
し
た
。

ぶ
ん
せ
い

第
六
回

文
政
の
波
止
浜
騒
動

波止浜湾と塩田（昭和初年頃の絵葉書）

波止浜港の石造灯明台
（嘉永２【１８４９】年築造）
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